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研究結果の概要 

 多くの医薬品は光学活性化合物であり、その製造過程では不斉点の導入に不斉触媒

が広く用いられている。不斉触媒には化学触媒と酵素などの生体触媒があり、両者に

はそれぞれ長所と短所が存在する。化学触媒は高価で構造が複雑である一方、生体触

媒は高い選択性を示すものの、適用できる条件に制限がある。このような背景を踏ま

え、安価で環境負荷が低く、さらに耐熱性および有機溶媒耐性を兼ね備えた理想的な

不斉触媒の開発が強く求められている。 

 申請者らはごく最近、大豆由来の水溶性多糖類にエポキシドのアミンによる不斉開

環反応を進める触媒機能があることを世界で初めて見出し、この触媒を「植物由来有

機分子触媒」と命名した。本研究では大豆由来本触媒の実体を明らかにすることと、

本触媒の構造と基質認識メカニズムの相関関係解明を目指すべく、以下の小課題に則

って検討を行った。 

1. 大豆由来の水溶性多糖類の酵素/化学的消化と各種クロマトグラフィーによる触媒 

  実体の解明 

2. 詳細な基質特異性の検討 

3. 誘導体化が基質特異性や立体選択性に及ぼす影響の検討 

今後の展開 

 本研究で確立した手法により単一分子種まで精製した大豆由来の本触媒を用い、高

次構造解明に向け精密NMR解析やX-線結晶構造解析などを共同研究先と協働して行

う。並行して、詳細な基質特異性検討と反応速度論解析ならびに誘導体化が反応性へ

及ぼす影響の検討を行うことで、本触媒の構造と基質認識メカニズムの相関関係解明

を目指す。 

 


